
前回は人材成長を実現するため

に非常に重要な「育成面談」の進

め方についてお話しました。人事

評価制度の運用に必要な「 6 つの

ステップ」（第 2 回参照）のなか

で「育成面談」の次のステップは

「達成度チェック・達成支援」と

なっています。この「達成度チェ

ック・達成支援」を行う仕組みが

これからご紹介する「チャレンジ

制度」，一般的にいう「目標管理

制度」です（以下「チャレンジ制

度」で統一）。

人材育成のための
目標管理制度に

これまで多くの企業で運用され

てきたであろう「目標管理制度」

の目的や内容について，ここで改

めてお話するつもりはありませ

ん。ただ， 1 つだけ指摘しておき

たいのは，これまでの「目標管理

制度」は組織のマネジメント手法

であるという本来の目的・役割か

ら少し離れて，個人目標の達成の

ためにその結果を賃金等の処遇に

反映する道具として使われてきた

傾向があることです。

私が提唱し，多くの企業で実績

に導いてきた「チャレンジ制度」

は，このような「目標管理制度」

とは違って，“人材育成”に目的

を絞って運用していきます。もち

ろん，その成長の方向性は会社

の理念や戦略に沿う必要があり

ます。

では，会社が求める人材を育成

する「チャレンジ制度」は，どの

ような手順と考え方で作成したら

よいのでしょうか。

ビジョンを意識できる
チャレンジ制度に

まず，図表をご覧ください。こ

ちらは雑貨の小売店の店長が実際

に作成した「チャレンジシート」

です。各企業の現状や課題に応じ

て項目を決めていくので，様々な

フォーマットがありえますが，最

も成果につながっている事例とし

てそのポイントをご紹介します。

まず 1 点目は，上段にあるよう

に「 1 年後」「 3 年後」の社内で

のポジションと状態を自分自身の

仕事上のビジョンとして明確にす

ることです。こうして目の前の課

題だけではなく，将来のビジョン

や目標を明確にし，今取り組むべ

きことがどういうことに結びつく

のかを意識させることで本人の長

期的なモチベーションにつなげる

ことができるのです。

5 項目以内に
目標を絞り込む

2 点目は目標項目を 5 項目以内

に絞るということです。事例の会

社にいたっては 3 項目しか設定し

ていません。理由は，あまり多く

の項目を目標としてもどれも中途

半端なまま達成できない場合が多

いからです。

また，この目標項目は必ず評価

結果に基づいて設定します。具体

的には「B」評価を「A」評価に

上げるためには何に取り組めばよ

いのか，「C」評価を「B」評価に

するためにはどういう知識やスキ

ルを身につければよいのか，とい

う視点で目標項目とその具体的プ

ロセスを記入します。

こうすることによって，社員 1

人ひとりの現状に応じた目標設定

ができるので，本人の成長に確実

につながるのです。

評価と目標設定を
四半期サイクルに

もう 1 つ重要なポイントが，評

価と目標設定の期間です。これは

四半期ごとがベストです。理由は

3 つあります。

理由の 1 つ目は，適正な評価の
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第5回　人材のステップアップを確実にするチャレンジシート



ためです。多くの会社では半年ご

とに評価を実施していると思いま

すが，例えば今，半年前（昨年の

8 月）の部下の仕事ぶりを具体的

に思い出せるでしょうか？ 「難

しい」という方がほとんどだと思

います。このように，半年以上の

評価期間だとその期間のできごと

を適正に反映できないのです。

理由の 2 つ目は賃金が下がる人

のモチベーション対策です。四半

期ごとの評価を実施ているところ

は， 3 ヵ月ごと，あるいは 6 ヵ月

ごとに賃金に反映します。「昇給

（減給）は年 1 回」という人事評

価制度の常識とは違うと思います

が，昇給のチャンスが年 1 回だけ

だと下がった人のモチベーション

が 1 年間上がらないという場合も

多いからです。

3 つ目の理由は社員の成長のス

ピードを上げるためです。繰り返

しお伝えしているように評価＝人

材育成です。ということは，評価

のプロセスを実施する回数は多い

ほうが社員の成長スピードは上が

るのです。

以上の 3 つ理由から評価の対

象期間は 3 ヵ月ごとをお勧めし

ます。
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図表　「チャレンジシート」のサンプル 




